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第拾四号 
平成29年3月25日発行 

青壮年部女性部広報 

題字：大内翠峰 

１１
月
５
日
（
土
）
、
平
成
の
大
修
理
を
八
年

掛
り
で
終
え
た
「
瑞
巌
寺
」
を
、
花
園
会
女

性
部
主
催
研
修
に
参
加
し
て
見
学
し
て
き
ま

し
た
。 

松
島
は
多
く
の
外
国
人
観
光
客
も
交
じ

り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

瑞
巌
寺
は
當
山
本
寺
で
あ
り
、
遷
化
さ
れ

た
先
住
職
大
雄
和
尚
が
十
一
年
間
執
事
・
執

事
長
を
務
め
、
現
在
は
竜
潭
副
住
職
が
勤
務

さ
れ
て
い
ま
す
。 

黒
門
前
で
は
、
禪
興
寺
の
前
身
長
福
寺
開

山
（
初
代
住
職
）
法
身
性
西
禅
師
が
坐
禅
中

に
、
鎌
倉
執
権
北
条
時
頼
公
に
出
会
い
、
天

台
宗
延
福
寺
か
ら
臨
済
宗
円
福
寺
に
改
宗
さ

れ
、
禅
宗
の
初
代
住
職
と
な
っ
た
、
因
縁
の

洞
窟
「
法
身
窟
」
前
で
、
参
加
者
一
同
般
若

心
経
を
読
経
し
、
感
無
量
で
し
た
。 

千
葉
総
務
課
長
様
に
は
、
国
宝
本
堂
内
の

特
別
区
域
に
ご
案
内
し
て
頂
き
、
荘
厳
で
絢

爛
豪
華
な
襖
絵
や
、
間
近
に
見
る
上
々
段
の

間
に
大
感
激
！ 

そ
の
後
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

観
覧
亭
や
五
大
堂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
松
島
を

眼
下
に
一
望
す
る
大
観
荘
最
上
階
レ
ス
ト
ラ

ン
で
イ
タ
リ
ア
ン
フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
を
堪

能
！ 最

後
は
、
お
土
産
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
バ
ス

内
で
の
ビ
ン
ゴ
大
会
と
大
満
足
の
一
日
で
し

た
。 

女
性
部
研
修
旅
行 

本寺瑞巌寺黒門前での記念撮影 

豪華なランチも研修の楽しみのひとつ 

秋
の
松
島
瑞
巌
寺
特
別
拝
観 

バスを降りて「松島や 寺を巡て 夢の後」（禪興寺山門前） 

青
壮
年
部
女
性
部
副
会
長 

佐
藤
彰 

四
百
年
ぶ
り
本
堂
大
改
修 

八
年
ぶ
り
の
拝
観
再
開
！ 

當山開山法身性西禅師の法身窟で読経 

ほ
っ
し
ん
し
ょ
う
さ
い 

ほ
っ
し
ん
く
つ 
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成
道
会

じ

ょ
う

ど

う

え

・大
般
若

だ
い
は
ん
に
ゃ

祈
祷

き

と

う 

平
成
２８
年
１２
月
１０
（土
）日
開
催 

「降伏一切大魔災障成就！」と大声で読み上げる大迫力と 

たくさんの和尚様方が転読する壮麗な姿は一見の価値あり！ 

本堂正面には、左より白隠
はくいん

禅師
ぜ ん じ

（半身
はんしん

達磨
だ る ま

）（写）

十三仏、臥雲菴
がうんなん

老大師
ろうだいし

墨跡
ぼくせき

「山川
さんせん

草木
そうもく

悉皆
しっかい

成仏
じょうぶつ

」、

佛旗が掲げられました。 

掛け声と鐘は、当山責任役員総代長 若生一郎さ

んが務め 参加者全員、思いを込めて二重の大数

珠を回し、お念仏を唱えました。 

その中１つは東日本大震災で岐阜県下呂市の温泉

寺様から頂いたものです。 

成
道
会
は
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
い
た
記
念
日
（
１２
月
８
日
） 

（で
す
。 

和尚様方がお釈迦様のお悟りを開いた日を祝い、

佛法興隆寺内繁栄檀信徒の無病息災を祈念して、

和尚様方が、お経を唱えながら本堂内をグルグル

めぐる〔行道〕を行いました。 

 降伏
ごうぶく

一切大魔災障
いっさいだいまさいしょう

成就
じょうじゅ

！ 
 

 降伏
ごうぶく

一切大魔災障
いっさいだいまさいしょう

成就
じょうじゅ

！ 
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 平

成
２８
年
１２
月
１６
日
遷
化

せ

ん

げ 
 

享
年
８５
歳 

（住
職
在
任
４９
年
間
） 

  

「黒
川
大
雄
和
尚
」津
送
厳
修
さ
れ
る
。 

 

先
住
職
當
山
第
二
十
五
世
・
贈
再
住
妙

心
當
山
再
建
英
洲
雄
禅
師
大
和
尚
津
送
（
葬

儀
）
に
当
た
り
、
ご
丁
重
な
る
弔
意
並
び
に

過
分
な
る
御
芳
志
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

和
尚
は
法
類
寺
院
の
報
恩
寺
に
生
ま
れ
、

縁
あ
っ
て
若
く
し
て
当
山
住
職
と
な
り
、
爾

来
４９
年
間
に
亘
り
、
教
鞭
を
執
り
二
足
の

草
鞋
を
履
い
て
、
当
山
の
護
持
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。 

そ
の
間
本
堂
の
再
建
等
数
々
の
普
請
を

行
い
、
晩
年
は
松
島
瑞
巌
寺
執
事
長
と
し
て

の
重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。 

晩
年
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
難
病
を
患
い
、
家
族
と

専
門
家
に
よ
る
手
厚
い
介
護
を
受
け
、
七
年

間
に
亘
る
自
宅
療
養
の
末
、
昨
年
１２
月
１６

日
家
族
に
見
守
ら
れ
、
自
宅
に
て
享
年
８５

歳
の
天
寿
を
全
う
致
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
生
前
の
ご
厚
誼
に
改
め
て
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌 

禪
興
寺
住
職 

梅
澤 

徹
玄 

追 

悼 

贈
再
住
妙
心
當
山
再
建
英
洲
雄
禅
師
大
和
尚 

本堂前には、お釈迦様の生涯と出家の因縁を表す「四門
し も ん

」が設営されました。 

し 

ん 
 

そ 

う 

※
注
１ 

津
送 

僧
侶
の
お
葬
式
。
津
は
渡
船
場
。
人
の
死
出
を
送
る
意
味
。 

※
注
２ 

遷
化 

あ
の
世
で
も
人
々
の
教
え
に
務
め
る
こ
と
。
特
に
禅
宗
の
僧
侶
の
死
を
い
う
。 

※
注
１ 

※
注
２ 
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旅
立
ち
の
記
録 

法類、法縁の尊宿による密葬・出棺経の読経が朗朗と響き渡る。 

遺
い

弟
てい

の住職、副住職 慣れ親しんだ庫裡から出棺 

火葬場は数多の人で立錐の余地もない。 炉前で荼毘直前の惜別 

火
葬 

平
成
２８
年
１２
月
２３
日 
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どんなときに歌うのですか？ 
主に寺の行事で歌います。例えば葬

式・法事・花祭り水子供養祭・お盆・

お彼岸・落成式・成道会・涅槃会な

どです。各地の供養祭でも歌います。 

津
送 

平
成
２９
年
１
月
２６
日 

 

松島瑞巌寺起
き

雲
うん

軒
けん

老大師による秉炬
ひ ん こ

（たいまつ）導師 

移龕
い が ん

佛事
ぶ つ じ

で葬列は本堂内を三匝
さんそう

 遺弟は素足で立ち尽くす慣習 心に染み入る御詠歌奉詠 

新忌斎 

（左は大分市萬壽寺
まんじゅじ

閒関窟
かんかんくつ

老大師） 

延々と続く参列者の焼香 切々たる若生一郎総代長の謝辞 幼馴染泰晃
たいこう

和尚弔辞を代読する 

弟の徳門寺閑栖泰道和尚 
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◎
３
月
２５
日
午
後
４
時 

春
彼
岸 

境
内
墓
地
清
掃 

◎
５
月
１９
日
（
金
） 

子
育
て
地
蔵
祭
り
、 

花
祭
り
（
降
誕
会
）
、
法
話 

◎
６
月
青
壮
年
部
・
女
性
部
総
会 

◎
８
月
１１
日
（
金
祝
） 

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会 

◎
８
月
２０
日
（
日
）
午
後
５
時 

境
内
墓
清
掃 

 

発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一
‐
三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二
‐
三
四
五
‐
二
〇
六
三 

今
後
の
行
事
予
定 

 

平
成
28
年
12
月
16
日
、
先
住
職
黒

川
大
雄
和
尚
が
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。 

真
冬
の
中
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
平
成

29
年
１
月
26
日
に
無
事
、
津
送
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

長
年
に
亘
り
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
の
行
事
等
に
皆
様
奮
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
禪
興

寺
が
発
展
で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い

ま
す
。 

広
報
部 

部 

長 

小
川
弘
吉 

副
部
長 

相
澤
敏
晴 

部 

員 

佐
藤 

彰 

早
坂
妙
子 

浅
野
澄
江 

 

 

涅
槃
会

ね

は

ん

え 

お
釈
迦
様
の
命
日
（
２
月
１５
日
） 

法要後には、女性部特製お汁粉とハゼ出汁

の仙台雑煮でおなかも満たされました 

明治時代檀信徒より寄進された 

涅槃図前の副住職 

映画「殿利息でござる」 

出演者の再来か⁉ 

（in研修バス） 

恒例となった坐禅で心静かに呼吸を調える 

蓋を取る手に力がこもる⁉ 手作りの御馳走尽くし！ 

平
成
２９
年
２
月
１２
日
（日
）開
催 


